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0. はじめに 
 台湾語1は他の多くの漢語方言と同様単音節・声調言語であり、各音節(漢字一字に相当)
がそれぞれ声調を持つが、語や句に於いて音節が連続した際に声調が交替する変調(転調と
も)と呼ばれる現象を有するのが特徴の一つである。文中で変調が起こる範囲については文
法構造と関係があるとされるが、その煩雑さの為か学習書等には詳しい記述が見られない。
卒業論文では、この点に関して扱った先行研究で残されている問題点を明らかにする事を
目的としている。 
 本稿では先ず台湾語の変調現象について概説した後、主要な先行研究である Chen (1987)
を紹介する。問題提起と調査の部分に関しては卒業論文の内容の内、紙幅の都合上 lang5
に関する問題のみを扱う。 
 
1. 台湾語の変調現象 
台湾語には第一声から第八声まで 7 つ2の声調が存在し、音節が連続すると一定の規則に
従って声調が交替する。 
 
例. im1(音)→im7-gak8(音樂)→im7-gak4-ka1(音樂家)3 
 
上記の例から分かる様に、語や句等の音節の纏まりの中で最後の音節のみ本来の声調(本
調)で発音され、それ以外は全て変調する。以下はこの事を図で示したものである。○が変
調した音節、●が本調の音節を表し、♯は音節の纏まりの境界を示す(以下同様)。 
○○●♯○○○○●♯○●♯… 
図 1: 変調の仕組み 
                                                        
1 シナ・チベット語族シナ語派(漢語)の中の閩南語(閩南方言)に属し、台湾の全人口およそ 2,250 万人の内、
約 1,600 万人が母語とするとされる。対岸の廈門(アモイ)等で話される閩南語とは主に発音や語彙の面で
違いがあるが、互いに意思疎通が可能である。台湾語の他にも「(台湾)閩南語」、「河洛(ホーロー)語」等
様々な呼称がある。 
2 歴史的な経緯から第六声が第二声に合流した為(村上 2002: 10)。 
3 本稿での台湾語表記はローマ字表記を基本とし、適宜漢字も付す。ローマ字表記は「台湾閩南語ローマ
字拼音方案」(2006 年 10 月 14 日、台湾教育部公告)に依り、漢字表記に関しては「台湾閩南語推薦用字(第
一稿)」(2007 年 5 月 30 日、台湾教育部公告)を参考に筆者が作成、適当な字が見つからない場合やフォン
トの都合上表示出来ない字に関しては□で示した。ローマ字表記に於いて音節末の数字は声調を表し、本
来は常に本調を記すが、ここでは分かり易くする為に声調の変化を表記に反映させ、変調しているものは
数字を網掛けにした。 
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この際音節の纏まりがどの様に区切られてゆくのか、言い換えれば、図 1 で♯によって
示した境界が何処で現れるのかという事が、ここでの関心事となる。 
 
2. 先行研究 (Chen 1987) 
 Chen (1987)は、上述した音節の纏まりを声調グループ(tonal group，TG)と呼び、その形
成のされ方について以下に引用する「TG 形成規則」を提案した(Chen 1987: 131 和訳は筆
者による，以下同様)。 
 
  TG 形成(最終版)  
  全ての XP の右端に♯を打つ。但し XPがその主要部を c 統御する修飾語である場合を除く。 
 
用語の詳しい解説はここでは割愛するが、XP とはつまる所 NP，VP，AvP といった「句」
のレベルに属する纏まり全てを指し、従来の研究の様に範疇区分(品詞分類)に言及するこ
となく、統語構造の観点から統一的に説明した事がこのアプローチの特色である。 
 
3. 問題提起 
 Chen (1987)の提案した「声調グループ形成規則」については、他の先行研究も基本的に
その有効性を認めており(Du 1988: 117)、台湾語に於ける声調グループ形成と統語構造との
関係をかなり正確に記述していると見て良さそうである。 
 しかし、従来の先行研究は全て著者の内省に基づいており、実際にデータを収集して検
証されていない。また Chen (1987)の記述では説明のつかない、若しくは明確にされていな
い問題が幾つか存在する。ここではそれらの内、lang5 に関する問題について見る。 
 Chen (1987)は人称代名詞について、「焦点が当てられているか、若しくは対比的用法を
除き、代名詞(lang「人々，誰か」を含む)は通常右側の TG に『接語化』される。これはそ
の位置や機能に関係なく起こる」(Chen 1987: 120 台湾語の表記は原文通り)と述べている
4。「接語(clitic)」とは、それ自体はアクセントを持たず前後の語と一緒に発音される語の事
を指し、ここでは後続の語との間に TG 境界が生じない事を表している。 
台湾語の人称代名詞は、一～三人称×単数・複数の 7 つ5が通常代表的なものとして挙げ
られるが、Chen (1987)はこれに lang5(人)も含むとしている。この lang5 については、盧廣
誠 (2003)が「台湾閩南語の『人』は名詞にもなり得るし、代名詞にもなり得る。よって文
の中で本調で発音されるか変調するかは、当該文中で果たして名詞になるのか代名詞にな
るのかに完全に依っている」(盧廣誠 2003: 114)と述べている様に、「人(ひと)」という普通
名詞としての用法もあり、この語の変調の様相に関して意味や文脈を考慮に入れて検証す
る必要が有る。 
                                                        
4 ここでの「代名詞」は、挙げられている例等から実際には人称代名詞の事を指すものと思われる。 
5 一人称複数には除外形と包括形の 2 種類がある為。 
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4. 小説の朗読を用いた調査 
4.1. 調査方法 
 前章で挙げた問題を解決する為、小説の朗読を用いた調査を行った。台湾語による短篇
小説集である「台文 BONG 報 小說精選輯(一)」(陳豐惠編)より、Babuja A.Sidaia (2006)
「Lau3-sit8 孤鳥」6を調査対象とし、付属の CD に録音されている当該作品の朗読(24 分間)
を分析する。作品の本文から以下に挙げる 8 語を抽出し、朗読に於いてその最終音節が本
調で発音されているか、変調しているかを調べる7。 
 
a)人称代名詞 gua2(我〔一人称単数〕)，li2(你〔二人称単数〕)，i1(伊〔三人称単数〕)，
gun2/guan2(阮〔一人称複数除外形〕)，lan2(咱〔一人称複数包括形〕)，lin2(恁〔二人称
複数〕)，in1(□〔三人称複数〕) 
b)名詞 lang5(人)(但し直前の語と複合語を形成していると考えられる場合は除く 例. 
Jit8-pun2-lang5 日本人) 
 
4.2. 調査結果及び考察 
 各々の語の用例数を、声調(本調・変調・軽声8)別に以下に表にして示す。 
 
表 1: 人称代名詞の用例数 
  本調 変調 軽声 
gua2 0 84 3 
li2 0 25 1 
i1 0 26 5 
gun2/guan2 1 29 0 
lan2 0 6 0 
lin2 0 2 0 
in1 0 11 1 
lang5 22 13 1 
 
gua2 から in1 までの(一般的な意味での)人称代名詞は、先行研究が指摘する通り文中の
殆どの位置で変調している。また、軽声化しているのは全て動詞の目的語として文末に位
置する場合であり、これも人称代名詞は声調グループの末尾に現れると軽声になるとする
先行研究の記述(Cheng 1968: 28)と一致する。 
                                                        
6 原題のローマ字部分の表記は教会ローマ字で、声調は声調符号だが、本稿ではフォントの都合上数字で
表記する。 
7 判断は基本的に筆者が耳で聴いて行ったが、耳での判別が難しい場合には音響分析ソフト(「Speech 
Analyzer Version2.7」)を用いピッチ曲線を観察した上で判断した。 
8 本来の声調を失い、軽く発音される音節の事。軽声の前の音節は変調せず本調で発音される。 
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lang5 は全部で 36 例あり、大別して次の 3 つの意味が見られた。以下はそれぞれの用法が
どの声調で発音されていたかを示している。 
 
① (不特定の)人 → 本調・変調 
② 他人，世間一般の人 → 本調・変調・軽声 
③ 彼・彼女(三人称単数) → 変調 
 
但し①と②の意味の境界は曖昧で、はっきりとどちらかに同定出来ない用例も多い。③
の用法は 2 例であった。以下は例文(1)，(2)，(3)がそれぞれ①，②，③の変調している例で
ある。 
 
(1)tioh8  tsin1  tse7  lang5＝ be2   tsiau2-a2-kiann2♯ tng2-lai5    tshi7♯, 
  著    真     濟   人      買    鳥仔囝           轉來       飼， 
  Conj9  とても 多い  人        買う   小鳥                 帰って来る  飼う 
   「そしたら沢山の人が小鳥を買って来て飼って、」(Babuja A.Sidaia 2006: 24 以下頁数のみ
示す，♯と＝及び網掛けは筆者による，以下同様) 
 
(2)lang5＝ tioh8  kio3  gua2  Kham2-kun2♯. 
  人      著     叫    我    歁滾。 
 人        Conj    呼ぶ   私       カムクン(人名) 
「(そういう訳で)人は俺をカムクンって呼ぶんだ。」                               (p.29) 
 
(3)lang5＝  pat4♯ bo5        kau3♯, 
 人       八      無        夠， 
 彼・彼女  八        ～ない(Neg) 足りる 
「(自分の彼女を『三八10』だと言った後)あいつは八じゃ足りない、」           (p.32) 
 
 この様に主語の位置(通常の名詞句であれば Chen (1987)の TG 形成規則に従って直後に
TG 境界を生じる)で変調したり、或いは軽声化するといった振る舞いは、明らかに人称代
名詞の特徴であるが、それらの例は意味・用法とは無関係に分布している。 
中国語学では一～三人称以外の語も「人称代詞」に含める事がある11為、普通名詞と代
名詞の境界を何処に設定するかについては議論が分かれるとしても、この結果から、名詞
か代名詞かによって変調の有無が決まるという盧廣誠 (2003)の記述(3 章参照)は正確では
ないと考えられる。しかし、代名詞としての性格の強い③の用例が 2 例とも変調している
事から、意味によって多少の傾向が存在する可能性はある。 
                                                        
9 村上 (2007: 355)では副詞とされている。 
10 主に女性が粗雑であったり不真面目であるのを罵る言葉。 
11 守屋 (1995: 76-78)参照。「代詞」は代名詞の中国語学に於ける呼称。 
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 また lang5 には他に一人称単数の用法もある(村上 2007: 214)が、今回は用例が見られな
かった。 
 
5. 現地での録音調査 
5.1. 調査方法 
前章の調査で未解決の問題、及び新たに浮上した疑問や仮説について検証する為に、2007
年 8 月 13～25 日にかけて、台湾に於いて録音調査を行った。調査に当たっては、台湾語母
語話者の方に用意した例文(筆者が作成し、母語話者のチェック済み)を発音して頂き、録
音の上音響分析ソフト「Speech Analyzer (Version2.7)」でピッチ曲線を観察し、焦点となる
音節が変調しているか否か(若しくは軽声か)を調べるという方式を採った。媒介言語は台
湾語及び中国語である。以下にコンサルタントの情報を示す。 
 
表 2: コンサルタントの情報 
  年齢 性別 出身地 備考 
A 48 男 霧峰 第一言語は台湾語 
B 48 女 高雄 第一言語は台湾語 
C 47 女 彰化 第一言語は台湾語 
D 32 男 台北 第一言語は中国語
12だが、台湾語も幼少期に習
得 
E 26 女 台北 第一言語は台湾語 
F 22 女 高雄 第一言語は台湾語 
 
上記 6 名のコンサルタント全員が、両親共に台湾語母語話者であり、また台湾以外の地
域での居住経験を持たない。 
 lang5 に関連する例文は全部で 5 文あり、1 文につき 3 回ずつ発音して頂いた。その際、
Du (1988)が発話を低速・通常・高速の 3 つに分類した事も念頭に、各々①自分が普通だと
思う速度②遅め③速めで発音して頂くようお願いした。それぞれの例文の詳細と狙いにつ
いては次節で述べる。 
 
5.2. 調査結果及び考察 
先ず例文を挙げその狙いについて述べた後、結果を表にして示す。表に於いて A～F は
コンサルタント、その下の S，R，F は低速(Slow)，通常(Regular)，高速(Fast)の発話速度を
表し、例文番号は本稿での通し番号である。また●，○，△の記号はそれぞれ焦点となる
音節(例文中で網掛けを施した部分)が本調，変調，軽声である事を表す。 
                                                        
12 本稿に於いて「中国語」とは、台湾で「國語」、大陸で「普通话」とそれぞれ呼称される、北京方言を
基礎とした標準中国語を指す。 
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(4)Lang5   si7        tua7-   bing5-sing1  --neh4,  na2      u7    kho2-ling5  hiah4 
 人      是         大     明星       呢，      那        有   可能       赫 
 彼・彼女 ～だ(Cop) 大きい  スター       FP           どうして ある  可能性        そんなに 
 kan2-tan1  tioh8  kinn3   -e7-           tioh8? 
 簡單      著    見      會            著？ 
 簡単だ    Conj    会う        ～出来る(Inf)  Suf(到達) 
  「(二人があるスターについて話している。一人は特に彼女が好きで、そのスターに会い
に行くと言う。もう一人が彼に対して)彼女は大スターだよ。どうしてそんな簡単に会え
るもんか。」 
 
(5)Lang5   bo5            kah4-i3  hit4  khuan2      lang5  --a1  --lah4. 
 人        無            佮意    彼   款           人     啊   啦。 
 私            ～ない(Neg)  好きだ     その  ～種類(Cl)  人      FP    FP 
 「私はそういう人は好きじゃないんだよ」 
 
(6)Lang5   si7           e7-hiau2  iong7   gi2-gian5  e5    tong7-but8. 
 人        是         會曉           用     語言      的   動物。 
 人            ～だ(Cop)   ～出来る     使う    言語        AF    動物 
 「ヒトは言語を使う事が出来る動物である。」 
 
(7)Mai3    phah4    lang5  --a1  --lah4! 
 □      拍        人    啊     啦！ 
 ～するな 叩く      私      FP    FP 
 「(自分が叩かれていて)叩かないでよ！」 
 
(8)Hoo2   e7            tsiah8  lang5. 
 虎       會           食     人。 
 トラ        Aux(可能性) 食べる   人 
 「トラは人を食べる。」 
 
 4.2.で、lang5 の意味・用法と声調の振る舞いとの間には決定的な関係は無いものの、あ
る程度の関連、即ち普通名詞としての性格が強い用法の時には本調になり易く、代名詞的
に用いられると変調(或いは軽声化)し易い、といった傾向が存在する可能性を指摘した。
これらの例文はこの事を検証する為のものである。同時に 4 章の調査では見られなかった
一人称単数の用法についても確認する。 
 例文(4)～(6)は何れも lang5 が文の主語の位置(通常普通名詞は本調で、代名詞は変調して
発音される)にある例である。それぞれ(4)は三人称単数、(5)は一人称単数の代名詞の用法
であり、(6)は普通名詞としての用法の内、代名詞との区別を明確にする為、 
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内容語13としての性格が最も強いと考えられる「人間，人類」の意味を選び作例した。 
 例文(7)，(8)は lang5 が動詞の目的語として文末に位置する(通常普通名詞は本調で、代名
詞ならば軽声で発音される)例であり、(7)は一人称単数の代名詞、(8)は(6)と同様「人間」
の意味で用いられている普通名詞の用例である。 
 
表 3: 例文(4)～(8)調査結果 
  A B C D E F 
例文 S R F S R F S R F S R F S R F S R F 
(4) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● 
(5) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ○ 
(6) ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
(7) ● ● ● ● ● ● ● ● ● △ △ △ ● ● ● △ △ △ 
(8)14 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● △ △ △ 
 
 先ず例文(4)～(6)について見ると、代名詞用法の(4)，(5)と普通名詞用法の(6)の間で、本
調と変調の割合に明らかな差が認められる。即ち代名詞用法では変調した例が過半数を占
め、普通名詞用法では 6 人中 5 人が本調で発音しており、この事は当初の予想通り、lang5
には代名詞的に用いられると変調し易くなる傾向が存在するという事を示唆している。但
しどちらの場合に於いても、傾向とは逆の結果を示す例が一定数存在している。また(4)，
(5)で本調で発音された例は、D，E，F、即ち 30 代以下の話者に集中しており、年齢との
関連を示しているとも思われ興味深いが、ここでは事実を指摘しておくに止める。 
 次に例文(7)，(8)の結果について見ていく。軽声化している例が(8)より(7)で多い事から、
代名詞的用法の場合は声調の振る舞いも代名詞に近くなるという傾向がここでも存在して
いると言えそうである。しかしどちらの例文に於いても、全体から見れば本調の例が多数
を占めており、声調の振る舞いの「人称代名詞化」は文末以外の位置に比べて起こり難い
という事が分かる。また、軽声の例が現れているのはここでも 30 代以下の話者に限られて
いる。 
 以上の事を纏めると、①lang5 は文の主語の位置で変調したり、文末(動詞の目的語)の位
置で軽声になるといった、声調変化の上で人称代名詞と同様の振る舞いをする事があり(後
者の例は比較的少ない)、②それは代名詞的な意味で用いられる時により多く見られるが、
③意味・用法によって画然と決定される訳ではない、という事になる。普通名詞としての
性格の強い用法に於いても変調する例が見られた事から、lang5 という語自体が(声調変化
の上で)「人称代名詞化」していると言う事が出来るだろう。 
                                                        
13 「語彙的意味(lexical meaning)，すなわち，明確な指示対象を持つ語」(亀井・河野・千野編 1996: 1031)
の事。 
14 この例文の F の発音は軽声と判断したが、直前の音節(tsiah8)が変調、しかも通常の変調先と異なる声
調(第二声)に変調していた。原因は不明である。 
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6. おわりに 
本論文では台湾語の声調グループ形成と文法との関係について、主に Chen (1987)から疑
問点を抽出し、それらを実際の定量調査を通じて検証した。その結果、声調の振る舞いに
Chen (1987)の TG 形成規則では説明しきれない例外や「揺れ」がある事が明らかになった。
しかしそうした「揺れ」は、(lang5 の問題の様に)意味や文法的解釈の上でも曖昧さを残し
た部分に多く現れており、台湾語の声調グループ形成はやはりかなりの程度に於いて文法
との対応を示していると言える。 
 今後は、Du (1988)が提起した発話速度の様な文法以外の要素についての詳しい調査や、
他の漢語諸方言の変調現象、更にはそれ以外の言語の連音変化規則との比較・対照を通し
て、台湾語の変調現象の実態を明らかにしていく事が求められる。またそうした研究の成
果を踏まえて、この問題を台湾語教学の場でどの様に扱うかという事も、今後の課題であ
ろう。 
 
 
 
 
 
略号一覧 
AF: Adjective Formative(形容詞形成要素) 
Aux: Auxiliary verb(助動詞)  
AvP: Adverb Phrase(副詞句)  
Cl: Classifier(類別詞)  
Conj: Conjunction(接続詞)  
Cop: Copula(繋辞)  
FP: Final Particle(終助詞)  
Inf: Infix(接中辞)  
Neg: Negative(否定辞)  
NP: Noun Phrase(名詞句)  
Suf: Suffix(接尾辞)  
VP: Verb Phrase(動詞句) 
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